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請  願  文  書  表 

受理年月日 

及 び 番 号 
令和２年９月１日      第９号 

件 名 
場外馬券売り場（後楽園オフト）の撤去を求める 

請願 

請 願 者 

文京区本駒込五丁目 15 番 12 号 

  新日本婦人の会文京支部 

     代表 榎 戸 忠 子 

紹 介 議 員  関 川 け さ 子 

請願の要旨  次 頁 の と お り 

付託委員会  総 務 区 民 委 員 会 
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請願理由 

 文京区は、東京都への後楽園競輪再開に断固反対する要請文の中で、｢文京

区は、鷗外、一葉、漱石をはじめ多くの文人が住み、作品の舞台となった歴史

と文化のまちであり、東大をはじめ多くの学校が所在する教育の町に競輪はふ

さわしくない｣と述べています。私たちは、私たちの住むまちをギャンブルの

あるまちとして継続させたくありません。 

文京区は、今、子育てしやすい町として、子どもの教育や安全な環境を求め

て､若い世代の人口が増えています。場外馬券売り場(後楽園オフト)では大井競

馬場を中心に南関東公営競馬すべての馬券を販売しているため、ビルの６階に

移動したとはいえ、馬券売り場も広くなり、券売機も 50 台以上設置されてお

り、大変な混雑で、ギャンブル場特有の雰囲気です。「文の京」の教育と文化、

安全で安心なまちづくりにも逆行するものです。 

現在、新型コロナウイルス感染拡大防止のために公営競馬は無観客で実施さ

れております。これを機に、ギャンブル依存症の人だけでなく、さらにそのま

わりの人達を苦しめる公営競馬、勝ち馬投票券の販売を中止し、純粋にスポー

ツとしてのみおこなうことを、「文の京」文京区から提案してください。 

コロナ禍のもと、営業を続けられるか、廃業か日々悩み苦しんでいる区民に

寄り添い、ギャンブル施設からの収益ではなく、それぞれの生業が持続可能と

なり、納税もできるように、区も補償に力を尽くして下さい。 

ギャンブルが法で禁じられているのは、それだけ大きな弊害があるからです。

厚生労働省の研究班発表によると「問題は日本のギャンブル依存症の比率が 

他国と比較して、異常に高いことです」(2017 年 9 月)、と述べています。 

ギャンブル依存症の人だけでなく、さらにそのまわりで精神的、物理的被害

を受けている人は数倍にも及ぶといえます。普通の人々の不幸を増大させて成

り立っているギャンブルからの税収に頼るのはやめるべきです。 

場外馬券売り場の撤去とともに、関係各方面に撤去を働きかけてくださるよ

う請願致します。 

  

請願事項 

1 場外馬券売り場(後楽園オフト)を撤去してください。 

2 中央競馬場外勝馬投票券発売所の撤去を関係各方面へ働きかけてください。 

 


